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一 

日 

参 

り

　
今
年
の
夏
は
例
年
に
も
増
し
て
、
暑
さ
の
厳

し
い
夏
と
な
り
ま
し
た
。
観
測
史
上
一
一
三

年
振
り
の
猛
暑
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
そ
ん
な
中
で
も
月
初
め
の
一
日
に
は
普
段

に
も
増
し
て
「
一
日
参
り
」
の
方
々
が
参
拝

さ
れ
ま
し
た
。

　
古
来
か
ら
月
の
始
ま
り
に
は
、
神
様
の
「
お

か
げ
」
受
け
て
「
こ
の
月
が
健
康
で
無
事
過

ご
せ
ま
す
よ
う
に
」
ま
た
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
一
ヶ
月
頑
張
れ
ま
す
よ
う
に
」
と
、「
一

日
参
り
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
社
で
は
、
毎
月
一
日
（
一
月
は
除
く
）

午
前
九
時
か
ら
月つ
き
な
み
さ
い

次
祭
を
執
行
致
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
祭
り
は
新
た
な
月
の
始
ま
り
に

際
し
、
皇
室
の
弥い
や
さ
か栄
、
国
家
と
氏
子
の
安あ
ん
た
い泰

を
祈
っ
て
い
ま
す
。
何
方
で
も
参
列
で
き
ま

す
の
で
、
ご
一
緒
に
「
一
日
参
り
」
を
致
し

ま
し
ょ
う
。

　
い
よ
い
よ
今
年
の
秋
祭
り
が
や
っ
て
き
ま

す
。
皆
さ
ん
で
伝
統
の
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま

し
ょ
う
。

神幸祭にお供をする鬼
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昨
年
の
年
末
に
社
殿
建
設
奉
納
金
の
締
切

に
よ
り
、
集
計
を
行
い
六
万
円
以
上
ご
奉
納

の
方
の
お
名
前
を
石
碑
に
刻
し
、
設
置
致
し

ま
し
た
。

　
六
万
円
以
上
奉
納
の
方
々
は
、
社
殿
西
側

へ
、
五
十
万
円
以
上
奉
納
の
方
々
は
、
社
殿

東
側
へ
そ
れ
ぞ
れ
設
置
致
し
ま
し
た
。

　
六
月
二
十
六
日
、
早
島
短
歌
会
が
結
成

四
十
周
年
を
記
念
し
て
、
鶴
崎
神
社
に
ま
つ

わ
る
歌
な
ど
を
刻
ん
だ
歌
碑
を
建
立
し
、
除

幕
式
と
共
に
神
前
で
短
歌
の
奉
納
を
行
っ
た
。

　
同
会
は
、
昭
和
四
十
四
年
に
公
民
館
講
座

と
し
て
発
足
以
来
、
作
品
の
発
表
や
歌
集
の

発
行
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
当
社
の
社

殿
竣
工
と
節
目
の
年
が
重
な
っ
た
の
を
契
機
と

し
て
短
歌

の
文
化
や

自
分
た
ち

の
思
い
を

後
世
に
伝

え
て
い
こ

う
と
建
立

し
た
も
の

で
あ
る
。

歌
碑
の
奉
納

早
島
短
歌
会

玉
垣
奉
納

社
殿
建
設
記
念

　
三
月
二
十
二
日
開
催
の
総
代
会
に
お
い
て
、

新
社
殿
の
竣
工
を
記
念
し
て
、
社
殿
西
進
入
路

に
玉
垣
を
設
置
す
る
事
が
決
議
さ
れ
、
総
代
の

奉
納
に
よ
り
五
月
に
竣
工
し
た
。

　
進
入
路
の
危
険
防
止
と
景
観
保
護
の
た
め
に

も
有
り
難
い
奉
納
と
な
っ
た
。

西進入路に設置された玉垣

社
殿
建
設
芳
名
版
設
置

西進入路に設置された寄附芳名版
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七
月
四
日
、
当
社
の
ご
祭
神
の
本
宮
で

あ
る
「
吉
備
津
神
社
」
に
建
設
委
員
で
あ

る
総
代
が
揃
っ
て
正
式
参
拝
を
行
い
、
こ

の
度
の
社
殿
建
設
事
業
の
完
工
を
ご
祭
神

に
奉
告
し
た
。
総
代
長
が
玉
串
を
た
て
ま

つ
り
全
員
で

拝
礼
し
た

後
、
神
職
か

ら
神
社
の
説

明
を
受
け
、

鳴
る
釜
神
事

を
行
う
お
釜

殿
の
見
学
を

行
っ
た
。

３

　
御
神
前
に
金
銭
や
食
物
、
お
酒
な
ど
を
お

供
え
す
る
際
や
、
祈
祷
時
に
記
す
表
書
き
に

は
幾
つ
か
の
書
き
方
が
あ
り
、「
御
神
前
」「
御

供
」「
玉
串
料
」「
御
榊
料
」「
初
穂
料
」
等
の

書
き
方
が
一
般
的
で
す
。

　「
御
神
前
」「
御
供
」
と
い
う
表
書
き
は
説
明

す
る
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
玉
串
料
」「
御

榊
料
」と
は
玉
串
や
榊
の
代
わ
り
に
、ま
た「
初

穂
料
」
と
は
そ
の
年
に
初
め
て
収
穫
さ
れ
た

お
米
の
代
わ
り
に
、
そ
れ
ぞ
れ
お
供
え
す
る

料
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
「
上
」
や
「
奉
献
」「
奉
納
」
と

書
か
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。「
上
」
は
よ
く

神
様
や
目
上
の
方
に
対
す
る
御
礼
の
際
の
表

書
き
に
用
い
ら
れ
る
語
で
す
。

　「
上
」
は
お
神ふ

だ札
、
お
守
な
ど
の
授
与
品
や

撤
下
神し
ん
せ
ん饌
を
入
れ
る
袋
の
表
書
き
に
も
用
い
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
場
合
、
撤
下
品
は
神
前

に
お
供
え
す
る
際
、「
上
」
と
記
す
の
で
あ
っ

て
「
上
」
と
は
あ
く
ま
で
も
お
供
え
を
す
る
神

様
に
対
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
語
と
い
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
一
方
、
お
神
札
や
お
守
が
御
神
霊
の
御
加
護

を
戴
く
尊
貴
な
も
の
な
の
で
丁
寧
さ
を
表
現
す

る
た
め
に
「
上
」
を
表
書
き
に
し
て
い
る
と
考

え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
神
式
の
葬
儀
の
お
供
え
に
関
し

て
は「
御
霊
前
」や「
玉
串
料
」「
御
榊
料
」と
い
っ

た
表
書
き
が
用
い
ら
れ
ま
す
。

　
市
販
の
不
祝
儀
袋
に
は
「
御
霊
前
」
と
あ
っ

【
質
問
】

　
神
社
へ
金
品
を
お
供
え
す
る
と
き
や
、
祈

祷
時
の
表
書
き
の
書
き
方
に
つ
い
て
教
え
て

下
さ
い
。

【
答
え
】

神
道
Ｑ
＆
Ａ

本
宮
に
社
殿
竣
工
の
奉
告

て
も
、
蓮
の
花
の
文
様
が
付
い
て
い
る
場
合

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
仏
式
用
の
も
の
な

の
で
注
意
し
て
下
さ
い
。

　
表
書
き
に
は
、
神
事
に
用
い
ら
れ
る
以
外

に
も
冠
婚
葬
祭
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
書
き

方
が
あ
り
、
自
ら
の
気
持
ち
を
伝
え
る
意
味

で
も
大
切
な
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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祭
事
暦

４

十
月
十
六
日
（
土
）

　
鶴
崎
神
社
秋
季
大
祭
【
供
膳
祭
】［
午
前
十
時
］

　
八
幡
神
社
秋
季
大
祭
［
午
後
七
時
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
露
店
あ
り
）

十
月
十
七
日
（
日
）［
午
前
九
時
］　

　
神
幸
祭

十
一
月
中
　
七
五
三
祈
祷

十
一
月
二
十
三
日
（
火
）［
午
後
二
時
］　

　
新
穀
感
謝
祭

一
月
二
日
（
日
）［
午
後
二
時
］

　
年
始
祭
　

毎
月
一
日
（
午
前
九
時
）
月
次
祭

※
月
次
祭
は
ど
な
た
で
も
参
列
出
来
ま
す
の
で
、

　
お
誘
い
合
わ
せ
参
拝
さ
い
。
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一
月
十
四
日
　  

神
戸
市
灘
区
篠
原
婦
人
会
　
四
十
名

一
月
二
十
二
日
　
神
戸
市
灘
区
本
庄
婦
人
会
　
三
十
八
名

四
月
五
日
　
　  

岡
山
県
神
社
庁
吉
備
支
部
役
員
　
十
七
名

四
月
十
五
日
　  

阿
智
神
社
職
員
　
五
名

七
月
二
日
　
　  

岡
山
県
神
社
庁
御
津
北
支
部
神
職
　
八
名

八
月
三
日
　
　  

岡
山
県
神
社
庁
総
代
会
津
山
支
部  

九
十
九
名

九
月
十
五
日
　  

中
国
地
区
神
社
庁
教
化
委
員
　
二
十
二
名

　新しい社殿の竣工により
正式参拝や団体参拝が増
加しております。
　参拝された方々からは

「清々しくて気持ちがよ
い」、「氏神様にもこんな立
派な神社があるのですね」
などの声が聞かれました。

　
こ
の
度
の
社
殿
建
設
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
ま
ご
こ
ろ
の
こ
も
っ
た
ご
浄

財
を
奉
納
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
工
事
の
完
工
と
奉
賛
活
動
の
終

了
を
受
け
、
左
記
に
決
算
報
告
を
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。


